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●対象の概要  

香川県農林水産基本計画では、平成32年度まで

にオリーブ牛の出荷頭数を1,746頭（平成27年度）

から3000頭（平成32年度）まで増頭する計画であ

る。 

オリーブ牛は、和牛繁殖農家から提供される和

牛子牛とそれを購入し肥育する肥育農家によっ

て生産されている。このうち、香川県の和牛繁殖

農家は、オリーブ牛の素牛生産を行っているが、

子取用メス牛1,390頭から生産される子牛1,150

頭（農林水産省 平成27年2月1日調査）はオリー

ブ牛生産頭数をまかなえていない。このため、オ

リーブ牛生産は県外からの素牛導入に頼ってい

る。 

●課題を取り上げた理由  

１ オリーブ牛の増頭 

オリーブ牛の素牛となる黒毛和種子牛を確保

するためには、生産する子取用雌牛（繁殖雌牛）

の増頭と子牛生産性を向上させるための技術が

求められていた。 

２ 和牛繁殖農家の軽労化 

黒毛和種の繁殖農家は、牛の行動、飼料摂取量

などを日々観察し、牛の体調を管理しながら子牛

を生産し販売することによって収入を得ている。

しかしながら、高齢化した繁殖経営者にとって、

昼夜を問わず監視を必要とする発情発見や分娩

監視は重労働であり、それを軽労化する技術が求

められていた。 

３ 発情発見及び適期授精 

近年、牛の受胎率は低下傾向であり、生産性を

低下させているため、牛の発情発見率の向上によ

る人工授精の機会の増加や適期授精による受胎

率の向上が求められていた。 

４ 分娩事故の低減 

分娩については、医学が発達した現在、人間の

分娩における死亡率は0.001％にまで減少してい

る一方、牛の死亡率は8％で、子牛の死因の4 分

の3 が分娩事故によるものである。これらを低減 

 

するための技術が求められていた。 

５ センサの取付け・取外し時の安全確保と 

アニマルウェルフェアの実現 

現在ある繁殖補助システムは、牛の肢や体内に

センサを装着する必要があるため、センサ取付

け・取外し時の事故や牛の不快感、細菌感染など

が懸念される。このため、これらを回避する非接

触型システムの開発が求められていた。 

●普及活動の経過  

１ 競争的資金の活用 

平成26年度農林水産試験研究費補助金、農林水

産業の革新的緊急展開事業（うち産学の英知を結

集した革新的な技術体系の確立）に課題提案し採

択されて畜産試験場を中心にシステムを開発し

た。 

 

図1 システム開発のコンセプト 

２ 実証試験協力農家の設置 

システム開発に当たっては、中讃管内の畜産農

家2戸の協力を得て実証試験を実施した。2か所で

実施したのは、開発するシステムを複数の農家等

による共助システムを構築するため、その有効性

および実証を行う必要があったからである。 

普及センターは、実証機の設置について農家の

支援とシステムに関する要望の聞き取り、繁殖性

改善の有無についての聞き取りを実施した。これ

らの意見をシステムに反映すべく、農業革新支援

畜産現場へのＩＣＴ導入 
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専門員は畜産試験場に伝達し、システムに反映さ

せることに努めた。 

●普及活動の成果 

１ 開発したシステムの概要 

図－2 製品パンフレット 

カメラとマイクによって、画像と音声を複数の

既存スマートフォンなどで観察やカメラ撮影等

の操作やそれぞれの端末から異常などをお知ら

せする機能がある。また、異常通知がなされた場

合、過去の録画された画像を確認する機能がある。

なお、本システムは、特許化及び製品化がなされ、

全国販売されている。 

 

 端末からのシステム画像 

２ 実証農家におけるシステムの有効性の検証 

実証農家では、自宅と牛舎とが離れており、以

前は分娩予定日が近くなると、夜中でも牛舎に頻

繁に通っていたが、実証機を設置による遠隔監視

によって、分娩兆候などの状況にあわせた効率的

な対応が行えるようになった。また、複数の端末

から画像を見ることがでたため、機器の異常等を

お互いが確認しお知らせをすることでシステム

のメンテナンスを早期に行うことができた。また、

発情についてもシステムから送られる画像によ

って早く発情を発見し、適期授精をすることがで

きた。 

３ 行政との連携（県単独補助事業の実施） 

行政との連携では、平成28年度より事業化され、

畜産農家がシステム導入するにあたり、1／2以内

50万円上限を補助する県単独事業を実施してい

る。現在、本事業を活用して、本システムを導入

した農家は2戸である。 

 

農家における導入状況 

●今後の普及活動の課題 

経営の規模拡大に伴う多頭化が進展する中、ギ

ガファームなどの多頭飼育の経営体においては、

個体情報、生産履歴などの自動記録・データベー

ス化及び発情や分娩、疾病の予測・自動検知など

が求められている。 

今後、それに対応できるように、システムの機

能強化を図る。具体的には、システム開発等の専

門知識を有する関係機関との連携と共に競争的

資金等の開発費獲得を目指す。 

さらに、本県のみならず広域的な普及を実現し、

畜産業界への革新的な支援を図りたい。 
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